
 

R3.6.2 

 

「ななめな学校」ワークショップ新型コロナウイルス感染拡大防止対策 

 

＜開催時の留意事項＞ 

①参加者が来る前に教室の消毒を行う（接触リスクの高い場所は特に念入りに）。 

 休憩時間中に講師・参加者・スタッフが接触した場所の消毒を行う。 

 ワークショップ終了後に教室内の消毒を行う。 

②ワークショップの間は、窓を開けて換気を行う。 

③パーソナルスペースは半径１ｍのスペースに徹底する。 

④座席はすべて指定として、前後左右のソーシャルディスタンス（最低１ｍ）を維持する。

席の移動は行わない。座席表は１か月間保管する。 

⑤参加者同士の距離を十分あけるように受付時に注意喚起する。 

⑥ワークショップで道具を使う場合、参加者間での使いまわしが無いように注意する。 

⑦大声での会話や発生があった場合はスタッフが注意する。 

⑧参加者の検温、消毒液による手指消毒及びマスクの着用を徹底する。 

⑨参加者には入場時に必ずマスクを着用していただく。 

 

＜当日の対応＞ 

①受付から座席までの流れ（検温→受付→消毒→誘導）。 

②受付時の参加者の体調確認を徹底する。 

体温が 37.5度を超える場合は参加をご遠慮いただく。 

③千葉市コロナ追跡サービス・新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)の利用推奨を行

う。 

 

＜スタッフの留意事項＞ 

①出勤前に体温確認を徹底する。 

②体調が悪い場合は出勤しない。 

③受付担当者はビニール手袋を着用する。 

④こまめに手洗いと消毒を行う。 

⑤参加者が触れる場所、物はこまめな消毒を徹底する。 

⑥参加者同士が半径 1ｍ以上の距離となるスペースを確保する。 

⑦すべてのスタッフがマスクを着用する。 


